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 第三十六回

「今年のピンクリボン月間とホスピス週間」

長年愛用してきました当院ホームページを現在、大幅
リニューアル中です。多くの方がご閲覧頂けるよう
簡単で分かりやすく、また及川病院らしさが伝わる
ようなホームページにいたします。
現在、７割程度の完成となっておりますが、
完成次第公開致しますので、楽しみにお待ちください。

ホームページリニューアル　近日公開予定！

現在のホームページ⇒

癌は体細胞ゲノム（全遺伝情報）の塩基配列に変化（変異）が起こる
ことによると考えられ、"ゲノムの病気"と言われています。同じ乳癌
でもDNAシークエンス（塩基配列）の変異が起きている箇所が個人に
より異なる。このことがそれぞれの乳癌の性格が異なり、治療効果も
異なる原因であると考えられます。
　最近、遺伝子の塩基配列を決定する次世代シークエンシング（塩基
配列解読）の技術が急速に発展しています。この方法は、乳癌のDNAを
抽出し、全ゲノムシークエンス（約30億の塩基から構成されています）
をスーパーコンピューターを使って解読し、乳癌ゲノム（遺伝子情報）
配列の変異を同定します。すなわち、癌細胞と正常細胞のゲノム配列の
どこが違うかを決定する。これにより、癌の悪性度、予後、治療効果
などの指標となる変異が明らかになる。これらの変異した遺伝子（群）
をターゲッした分子標的薬が開発されています。このように乳癌の分子
生物学的性格に導かれた、最適なピンポイント治療、すなわち、高精度
医療 （precision medicine）が提唱されています。このような治療に
より、奏効率が向上し、正常組織には障害を与えないため副作用が
少なくなると考えられます。
　さらに、たとえばホルモン療法に耐性（無効）となった乳癌と耐性と
なる前、または正常組織のDNAシークエンスを比べて、耐性乳癌に
生じた変異遺伝子（群）がわかると、その変異分子をターゲットと
した分子標的治療を行うことにより、より正確な、有効な治療が行え
ます。実際に、あるアロマタ ゼ阻害剤に耐性となった再発乳癌患者に
mTORという増殖経路を阻害するエベロリムスという分子標的薬を他の
アロマタ ゼ阻害剤と併用することにより、抗腫瘍効果が向上しました。
奏効例に次世代シークエンシングを応用すると、特定の分子変異が
ｍTOR経路に集中していました。すなわち、ｍTOR経路を阻害する治療
効果を説明します。
 これまで述べてきましたように、個々の乳癌を再分類し、高精度医療が
可能となるために、IHC法、遺伝子発現プロファイル、次世代シークエン
シングが進展し、一部は既に応用され、近い将来に実際の診療に広く
適用されると考えられます。
　このような分子標的治療は再発乳癌の項目で後に詳しく述べます。
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10月４日、及川病院スタッフに患者様も応援に駆け付けてくださり、天神ソラリアステージ前
と大丸前でピンクリボン街頭活動を行いました。この活動は、JMS（ジャパンマンモサンデー
「１０月の第三日曜日」）の周知と乳がん検査の啓蒙運動のために毎年行っています。
お天気が懸念されましたが、スタッフの日頃の行いが良いせいか？なんとか傘をささずに
活動できました。
街頭活動で配布するA5のクリアファイルには毎年院内のデザイン募集で選ばれた最優秀賞を
印刷します。

ホスピス緩和ケア週間　及川病院コンサート

毎年10月の「世界ホスピス緩和ケアデイ」を最終日とした1週間は「ホスピス緩和ケア週間」で
す。全国でポスター展示やセミナー、コンサートなどが開催され緩和ケアの普及・啓発活動に
取り組んでいます。
当院緩和ケア病棟でも毎年ピアノとリコーダーの演奏が行われます。
今年は10月8日に開催。美しいピアノ・リコーダーの調べと共に童謡や昭和歌謡曲も演奏され、
馴染みのある曲に患者様・ご家族様もついつい手拍子が出ました。

配布活動は、受け取って頂くこと自体が大変なのですが、最近は「毎年受けていますよ。」
とか「予約しましたよ。」などと声をかけてくださる方や、励ましのお声など頂戴するように
なり、一同励みになっています。
来年も活動しますので、是非お声をおかけ下さい。

毎年恒例の夏祭りが今年も盛大に行われました。
昼の部は稲光先生による乾杯の音頭、患者様とご家族、スタッフでの盆踊りからスタート。
談話室には夏祭りの飾りをたくさん準備し、広島出身の院長による元祖広島風お好み焼き
コーナーの他、たこやき、かき氷、流しソーメン、ヨーヨーすくいなど本格的な夏祭りを
演出。患者様とご家族、スタッフみんなで楽しみました。
夜の部は心配していた雨も上がり、ドリンクを片手にピアノの生演奏を聴き入り、最後はみん
なで花火を楽しみました。
たくさんの笑顔があふれる素敵な夏の1日となりました。

2016年秋より、米国のMD Anderson Cancer Centerに留学することとなりました。この様な機会を
与えて頂いた、リレー・フォー・ライフ・ジャパンの患者様、日本対がん協会の皆様、そして
及川病院のスタッフの皆様に深くお礼申し上げます。
　MD Anderson Cancer Centerはテキサス州ヒューストンにある、全米でも1,2を争う規模のがん
センターです。”Making Cancer History（がん撲滅の歴史は我々が作る）” を合言葉に最先端・
高度ながん医療を提供しており、U.S.News & World Reportのベスト・ホスピタルがん部門に
おいても、ほぼ毎年トップを獲得しています。様々な職種・科の医療スタッフが連携して集学的
治療を行うチーム医療は特に評価されており、毎年多くの医療者が日本からも見学に訪れて
います。また、最新の基礎研究の結果を実際の治療へつなげるトランスレーショナルリサーチ
（橋渡し研究）も大変盛んで、過去5年にFDA（アメリカ食品医薬品局）で承認された新規がん
治療薬の約3分の1がMD Anderson Cancer Centerが関わった臨床研究から生まれているそうです。
今回、私はMD Anderson Cancer Centerの中のGenetics（遺伝学）部門にVisiting Assistant 
Professor（客員助教） として留学し、乳がんゲノムに関する研究を行う予定です。具体的には、
一つの乳がん細胞よりDNAを抽出し、ゲノムの変化を解析する単一乳がん細胞ゲノムシーク
エンスを中心に研究を行います。これにより新たな乳がん発癌の原因や機序が明らかになる
かもしれません。そして、その研究結果が新たな乳がん治療法や治療薬の開発に繋がることを
期待しています。もちろん、基礎研究だけではなく、MD Andersonの優れた医療システムや
がん患者さんのサポートシステムについても学んで来ようと考えています。
不在中は多くの患者様にご迷惑をおかけしますが、必ず皆様のお役にたてるようなものを持って
帰りますので、どうぞご期待ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳腺外科副部長　及川将弘
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10月４日、及川病院スタッフに患者様も応援に駆け付けてくださり、天神ソラリアステージ前
と大丸前でピンクリボン街頭活動を行いました。この活動は、JMS（ジャパンマンモサンデー
「１０月の第三日曜日」）の周知と乳がん検査の啓蒙運動のために毎年行っています。
お天気が懸念されましたが、スタッフの日頃の行いが良いせいか？なんとか傘をささずに
活動できました。
街頭活動で配布するA5のクリアファイルには毎年院内のデザイン募集で選ばれた最優秀賞を
印刷します。

ホスピス緩和ケア週間　及川病院コンサート

毎年10月の「世界ホスピス緩和ケアデイ」を最終日とした1週間は「ホスピス緩和ケア週間」で
す。全国でポスター展示やセミナー、コンサートなどが開催され緩和ケアの普及・啓発活動に
取り組んでいます。
当院緩和ケア病棟でも毎年ピアノとリコーダーの演奏が行われます。
今年は10月8日に開催。美しいピアノ・リコーダーの調べと共に童謡や昭和歌謡曲も演奏され、
馴染みのある曲に患者様・ご家族様もついつい手拍子が出ました。

配布活動は、受け取って頂くこと自体が大変なのですが、最近は「毎年受けていますよ。」
とか「予約しましたよ。」などと声をかけてくださる方や、励ましのお声など頂戴するように
なり、一同励みになっています。
来年も活動しますので、是非お声をおかけ下さい。

毎年恒例の夏祭りが今年も盛大に行われました。
昼の部は稲光先生による乾杯の音頭、患者様とご家族、スタッフでの盆踊りからスタート。
談話室には夏祭りの飾りをたくさん準備し、広島出身の院長による元祖広島風お好み焼き
コーナーの他、たこやき、かき氷、流しソーメン、ヨーヨーすくいなど本格的な夏祭りを
演出。患者様とご家族、スタッフみんなで楽しみました。
夜の部は心配していた雨も上がり、ドリンクを片手にピアノの生演奏を聴き入り、最後はみん
なで花火を楽しみました。
たくさんの笑顔があふれる素敵な夏の1日となりました。

2016年秋より、米国のMD Anderson Cancer Centerに留学することとなりました。この様な機会を
与えて頂いた、リレー・フォー・ライフ・ジャパンの患者様、日本対がん協会の皆様、そして
及川病院のスタッフの皆様に深くお礼申し上げます。
　MD Anderson Cancer Centerはテキサス州ヒューストンにある、全米でも1,2を争う規模のがん
センターです。”Making Cancer History（がん撲滅の歴史は我々が作る）” を合言葉に最先端・
高度ながん医療を提供しており、U.S.News & World Reportのベスト・ホスピタルがん部門に
おいても、ほぼ毎年トップを獲得しています。様々な職種・科の医療スタッフが連携して集学的
治療を行うチーム医療は特に評価されており、毎年多くの医療者が日本からも見学に訪れて
います。また、最新の基礎研究の結果を実際の治療へつなげるトランスレーショナルリサーチ
（橋渡し研究）も大変盛んで、過去5年にFDA（アメリカ食品医薬品局）で承認された新規がん
治療薬の約3分の1がMD Anderson Cancer Centerが関わった臨床研究から生まれているそうです。
今回、私はMD Anderson Cancer Centerの中のGenetics（遺伝学）部門にVisiting Assistant 
Professor（客員助教） として留学し、乳がんゲノムに関する研究を行う予定です。具体的には、
一つの乳がん細胞よりDNAを抽出し、ゲノムの変化を解析する単一乳がん細胞ゲノムシーク
エンスを中心に研究を行います。これにより新たな乳がん発癌の原因や機序が明らかになる
かもしれません。そして、その研究結果が新たな乳がん治療法や治療薬の開発に繋がることを
期待しています。もちろん、基礎研究だけではなく、MD Andersonの優れた医療システムや
がん患者さんのサポートシステムについても学んで来ようと考えています。
不在中は多くの患者様にご迷惑をおかけしますが、必ず皆様のお役にたてるようなものを持って
帰りますので、どうぞご期待ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳腺外科副部長　及川将弘
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 第三十六回

「今年のピンクリボン月間とホスピス週間」

長年愛用してきました当院ホームページを現在、大幅
リニューアル中です。多くの方がご閲覧頂けるよう
簡単で分かりやすく、また及川病院らしさが伝わる
ようなホームページにいたします。
現在、７割程度の完成となっておりますが、
完成次第公開致しますので、楽しみにお待ちください。

ホームページリニューアル　近日公開予定！

現在のホームページ⇒

癌は体細胞ゲノム（全遺伝情報）の塩基配列に変化（変異）が起こる
ことによると考えられ、"ゲノムの病気"と言われています。同じ乳癌
でもDNAシークエンス（塩基配列）の変異が起きている箇所が個人に
より異なる。このことがそれぞれの乳癌の性格が異なり、治療効果も
異なる原因であると考えられます。
　最近、遺伝子の塩基配列を決定する次世代シークエンシング（塩基
配列解読）の技術が急速に発展しています。この方法は、乳癌のDNAを
抽出し、全ゲノムシークエンス（約30億の塩基から構成されています）
をスーパーコンピューターを使って解読し、乳癌ゲノム（遺伝子情報）
配列の変異を同定します。すなわち、癌細胞と正常細胞のゲノム配列の
どこが違うかを決定する。これにより、癌の悪性度、予後、治療効果
などの指標となる変異が明らかになる。これらの変異した遺伝子（群）
をターゲッした分子標的薬が開発されています。このように乳癌の分子
生物学的性格に導かれた、最適なピンポイント治療、すなわち、高精度
医療 （precision medicine）が提唱されています。このような治療に
より、奏効率が向上し、正常組織には障害を与えないため副作用が
少なくなると考えられます。
　さらに、たとえばホルモン療法に耐性（無効）となった乳癌と耐性と
なる前、または正常組織のDNAシークエンスを比べて、耐性乳癌に
生じた変異遺伝子（群）がわかると、その変異分子をターゲットと
した分子標的治療を行うことにより、より正確な、有効な治療が行え
ます。実際に、あるアロマタ ゼ阻害剤に耐性となった再発乳癌患者に
mTORという増殖経路を阻害するエベロリムスという分子標的薬を他の
アロマタ ゼ阻害剤と併用することにより、抗腫瘍効果が向上しました。
奏効例に次世代シークエンシングを応用すると、特定の分子変異が
ｍTOR経路に集中していました。すなわち、ｍTOR経路を阻害する治療
効果を説明します。
 これまで述べてきましたように、個々の乳癌を再分類し、高精度医療が
可能となるために、IHC法、遺伝子発現プロファイル、次世代シークエン
シングが進展し、一部は既に応用され、近い将来に実際の診療に広く
適用されると考えられます。
　このような分子標的治療は再発乳癌の項目で後に詳しく述べます。


